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国際経営 フ ォー ラム開催 の趣 旨と概要
照 屋 行 雄
1フ ォーラム開催 の趣 旨
国際経営研 究所 は、広い意味での国際経営に関す る問題 を扱 ってお り、特 に共 同
研 究 とい う方法で研 究 している。 その成果 は、学 内における教育活動で活 かす と同
時に、外部に対 して積極的 に公表す るこ ととしてい るが、特に ビジネ ス社会 におい
てはその成果 を、種々の形で理論的 ・実践 的な公表に努 めてい る。
当研究所 の実施す る当該事業の一環 と して、去 る2004年3.月10日(於一 平塚 商工
会議所〉 に2003年度 国際経営 フォーラムが開催 された。統一テーマ は、 「地域 の時
代 とビジネ ス革新一地域に根 ざし、地域 と共に生きる ビジネ スの創 造」 と設定 し、
基調講演 とパネル ・デ ィスカ ッシ ョンの形式で課題 に取 り組んだ。
今 回のテ,___..マ設定の背 景 と しては、1つには、地域 の時代 とは何 か とい う問題設
定であ る。 ここでは、地域 の時代が持つ特徴 、地域の時代 と言われ ている現代 につ
いての認識 を明 らかに しよ うとす る。 次 に2っには、 ビジネ ス革新 につい ての新 し
い視 点 とは何 か とい う問題提起である。す なわち、 ビジネ スの創造、経 営方法 の改
革 、研 究開発 の戦略、企業組織 の変身な どのあ り方が求 め られ る。そ して3つには、
ビジネ ス革新 の時間的 ・空間的地域 とは ど うあるべきか とい う問題認識 である。地
域 にお けるコミュニテ ィ、その中での生産者、消費者 、そ して ビジネス とい うもの
を総合的に とらえ、それ らの共 同作業 として新 しい地域またはコ ミュニテ ィを形成
してい く。そ の中で、 ビジネ スの創 造や革新が達成 され るとい う仮説 の検証 を行 う
ことが重要 となる。
これ らの3つ の視点 を特 に意識 して、今 日新 しい時代にお ける地域 の再生 とビジ
ネ スの創造、 ビジネスの再発見、 ビジネスの革新 を考 える必要がある。上記 のテー
マ は、 このよ うな問題 意識 を基礎 と して設 定 された。
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2フ ォー ラムの プ ログラム
2003年度国際経営 フォー ラムのプ ログラムは、以下の とお りである。
国際経営 フォー ラム ・プログラム
地域 の時代 とビジネス革新
一 地域に根 ざし、地域 と共に生 きるビジネスの創造一
日時一2004年3月10日(水)13:30～17=00
場所一 平塚商工会議所3階 大ホ,_..,ル(平塚市)
司会 田 口澄也氏(神奈川大学 産官 学連携推進室課長)
12=30フォー ラムの受付
13:30開会 の挨拶 照屋行雄氏(神奈川大学 国際経営研究所所長)
<第 一部 基調講演 ・パネ リス ト報告>
13:40基調A演 一斉藤毅憲氏 「地域の時代 とビジネ ス」
(横浜市立大学教授 、 日本経営教育学会常任理事)
14:20ブレーク(5分)
14=25パネ リス ト報告①一小泉光一郎氏 「ビジネス革新 と地域 との共生」
(相模石油株 式会社社長)
14;50パネ リス ト報告②一小沢裕 司氏 「地域 にお けるビジネス支援」
(神奈川県平塚商 工労働セ ンター商工課長)
15:15パネ リス ト報告③一海老澤栄一氏 「地域 の時代にお ける ビジネ ス創造」
(神奈川大学教授 、 日本経営診断学会会長)
15:40ブレー ク(10分)
<第 二部 コメ ン ト・デ ィスカ ッシ ョン>
15:50コメンテー シ ョンー伊澤繁雄 氏 「ビジネスの創造 と地域活性化」
(平塚商工会議所 専務理事)
16:05パネル ・デ ィスカ ッシ ョン
コーデ ィネー ター 後藤 伸 氏(神奈川 大学教授)
パ ネ リ ス ト 小泉光一郎氏(相模 石油株式会社社長)
小沢裕 司氏(神奈川県平塚商工労働セ ンター商工課長)
海老澤栄一氏(神奈川大学教授)
16:55閉会の挨拶 三村 眞人氏(神奈川大学教授、神奈川大学就職部部長)
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17:00フォ ー ラ ム の 終 了
後 援 平塚市 および 平塚商工会議所
協 力 神奈川県湘南地域産学公交流推進協議会
および 神奈川大学産官学連携推進室
主催 神奈川大学 国際経営研究所
3フ オーラムの成 果
当日のフォーラムには、平塚市内や近隣湘南市町村から50名以上が参加 し、基調
講演並びにパネ リス トの報告に熱心に耳を傾けた。当日の斉藤毅憲先生の基調講演、
パネ リス トの小泉光一郎氏、小沢裕司氏および海老澤栄一氏のそれぞれの報告、並
びにコメンテーターの伊澤繁雄氏およびコーディネーターの後藤 伸氏のコメン ト・
ディスカ ッションによって、地域の時代の特徴やその意義、中小企業の ビジネス革
新、地域におけるビジネス創造 と地域 との共生などの重要な課題が明らかにされ、
また、その方向性が示 されたように思 う。
当 日の録音テープを忠実に記録 したものを基礎 とし、筆者の責任で若干の編集上
の工夫を加 えて、国際経営フォーラムの概要をここに誌上採録 した。関係者の理解
と協力に謝意を申し上げたいと思 う。
最後に、今回の国際経営フォーラムの開催に当たって後援頂いた平塚市および平
塚商工会議所に対 し、心より感謝申し上げる。また、フォーラムの運営に協力頂い
た神奈川県湘南地域産学公連携推進協議会(KSSK)の会員企業 ・団体 ・事務局の
皆様にもお礼を申し上げたい。そして、学内機関ではあるが神奈川大学産学官連携
推進室の協力に対 しお礼の気持を表 したい。
なお、長時間にわたる基調報告並びにパネル ・デ ィスカ ッシ ョンの録音テープを
丁寧に記録 して頂いた当研究所客員研究員の金 宇烈氏の協力を多 とし、記 して感
謝 したい。金氏の研究者 としての将来の成功を心より願 う。
(注)フ ォー ラムの概要 を採録す るに当たっては、次ページ以降の各報告の記載 に
ついて、講演での内容 と語 り口調 をできるだけ忠実 に反映す るよ うに努 めた。
従 って、文体につ いては、 「です」 ・ 「ます 」調 のままに してある。 また、文
責はすべ て筆者 にあることを断 ってお きたい と思 う。
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